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2022年度 総会が開催されました
新理事長に萩原光典さんが就任

５月２７日（金）北海道自治労会館

に於いてNPO法人北海道勤労者安全

衛生センター2022年度総会が開催さ

れました。議長に連合北海道石狩地協

光崎聡副事務局長に選任され、続いて

小関顕太郎副理事長が理事を代表して

挨拶がありました。その後、本総会の

資格審査について、議長より出席２３

会員、委任状１９会員であることが報告され、定款第２６条に規定された定足数に達してい

ることから通常総会の成立が宣言されました。

引き続き、議長より議事録署名人に北海道労働者福祉協議会紺野則仁氏と北海道退職者連

合小檜山秀昭氏が指名され、満場一致で選任され議事に入りました

議事の提案は、齊藤勉事務局長理事が、第１号議案２０２１年度活動報告、第２号議案２

０２１年度活動決算を提案。続いて、柴野一彦監事が第３号議案２０２１年度会計監査報告

を行い、議長が質疑を求めたところ、特に質問や意見無く、賛否につき議場に諮ったところ

満場一致で承認されました。

次に、齊藤勉事務局長理事が、第４号議案２０２２年度活動方針、及び第５号議案２０２

２年度活動予算 および ２０２２年度会費、第６号議案 役員改選を提案し、議長が質疑

を求めたところ、特に質問や意見無く、賛否につき議場に諮ったところ満場一致で承認され

た。尚、第6号議案役員改選によって、新理事長に萩原光典氏、新副理事長に和田英浩氏が

新たに選任されました。 この一年、よろしくお願いいたします。

２０２２年度役員
役職 氏名 所属

理事長 萩原 光典 連合北海道 副会長 新任

副理事長 和田 英浩 連合北海道 副事務局長 新任

副理事長 小関 顕太郎 北海道住宅生協 理事長 再任

専務理事 山田 新吾 連合北海道 組織労働局長 再任

事務局長理事 齊藤 勉 連合北海道 再任

監事 高橋 孝丈朗 全 水 道 再任

監事 柴野 一彦 北海道住宅生協 再任
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第２５回全道セイフティネット集会の開催
「どのように相談にのったら良いのか、相談者の心構えも含めて」

５月２７日、北海道勤労者安全衛生センター総会後、同会場にて第２５回全道セイフティ

ネット集会が参加者60名（うちWeb20名）で開催されました。

開会にあたり、当センター萩原新理事長より開会の挨拶が

あり、その後一般社団法人ビームスプリング代表理事の小川

聖子さんから「どのように相談にのったら良いのか、相談者

の心構えも含めて」というテーマで実務演習も入れながら講

演していただきました。ハラスメント相談員（一次対応）の

実務として、１）傾聴する姿勢、２）伝え返し、正確に聴き

取る、３）理解・支持し感情に寄り添う、４）気をつけるこ

と、５）参考事例、６）ハラスメントにならない指導の仕方

など職場で直ぐに役立つ内容でした。途中、会場の４名に実

務演技をしていただき会場内は盛り上がりました。また、最

後に質問も交えての意見交換もあり、あっという間の９０分

間でした。

コロナ禍での熱中症の予防対策！
暑さに備え、しっかり予防

暑さが本番を迎えます。更にコロナ禍の影響でマスクをしながらの仕事もあります。自ず

と熱中症の発生も増え、死亡に至ることも少なくありません。熱中症を予防するためには、

適切な対策を講じるとともに、事前の準備が重要です。今回は熱中症の基本対応について紹

介いたします。安全衛生教育での意識啓発などにお役立ていただければ幸いです。

７日以上かけて暑さに慣れる
身体が暑さに慣れることを暑熱順化といいます。暑熱順化の有無が熱中症の発生リスクに

大きく影響することから、暑さに慣れるためのプログラムを策定して、7日以上かけて、熱

へのばく露時間を次第に長くしていくことが望ましいとされています。特に新規採用者に対

しては、他の労働者と同様の暑熱作業を行わせないよう計画的なプログラムを組むことが大
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切です。暑熱順化ができていない場合、測定したWBGT値が基準値を大幅に超えるときは、

原則として作業を行わないようにします。やむ得ず、作業を行う場合には、単独作業を控え

休憩時間を長めに設定する、管理者は作業中の労働者の心拍数、体温および尿の回数・色な

どの身体的症状、水分・塩分の摂取状況を頻繁に確認します。I oT機器を活用した健康管理

も有効です。なお、熱へのはく露が中断すると、4日後には暑熱順化の喪失が始まります。

夏季休暇明けなどでは、注意が必要です。

【WBGT値】暑さ指数（WBGT）は人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標

で、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、 ②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環

境、 ③気温の３つを取り入れた指標です。https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt.php

のどの渇きがなくとも水分、塩分の摂取
労働者はのどの渇きの有無にかかわらず、仕事前後も作業中も水分、

塩分の定期的な摂取を行いましょう。管理者は摂取を確認するための表

の作成、作業中の巡視における確認などにより、労働者の申し出にかか

わらず、定期的な水分、塩分の摂取徹底を図ります。休憩場所には、飲

料水、スポーツドリンク、塩飴を備え付けましょう。現場によっては、

水分、塩分を摂取しやすいように、冷えたキュウリ、トマト、梅干し、

味噌、かき氷などを常備していることもあります。特に冷蔵庫で冷やしたバナナに塩をふっ

た「塩バナナ」は食べやすく、作業員からも好評のようです。仕事後のビールを美味しく飲

もうと、水を飲まないという人がいるとのことですが、進んで熱中症になろうとしているよ

うなものです。管理者は注意してください。

冷房設備で現場を涼しく
夏季の暑熱環境下の作業では、設備対策が重要です。WBGT基準値を超えるおそれのある

場所では、簡易な屋根の設置、通風または冷房設備の設置、ミストシャワーなどによる散水

設備の設置を検討します。ミストシャワーによる散水設備の設置にあたっては、湿度が上昇

することや滑りやすくなることに留意が必要です。すでに設置している冷房施設は、その機

能を点検します。また、作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所、日陰など涼しい場所を確

保しましょう。休憩場所は横になることのできる広さが必要です。さらに、休憩場所におけ

る作業員の状態の把握方法、悪化した場合の対応についても検討しておきます。
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塩、水の用意は事業者が

労働安全衛生規則第６１７条では「事業者は、多量の発汗を伴う作業場においては、労働

者に与えるために、塩及び飲料水を備えなければならない」とあります。つまり、塩分や水

分は事業者の責任で用意することが求められるのです。労働者が熱中症で死亡となった労働

災害では、この条文により、書類送検となった例もあります。災害の背景には、事業者の認

識不足があります。「このくらいの暑さなら大丈夫だろう」と暑さに対して、甘く考えてしま

うのです。対策を怠れば、責任を問われることがあることを肝に銘じておきましょう。労働

組合もしっかりとチェックをしましょう。

環境・作業要因に配慮して

熱中症になりやすい条件に、環境要因や作業要因などが挙げられます。環境要因としては、

①炎天下で、地面や周囲からの照り返し（放射熱）がある場所（足場組立作業、交通整理、

道路舗装作業など）、②湿度が高く蒸し暑い場所（地下、ピット内での作業、設備配管作業、

天井裏での配線作業など）、③風が通らない、自然換気のない場所、熱風が通る場所（室内で

の仕上げ作業、火を扱う作業など）があります。作業要因では、①重い工具や道具、保護具

を身に付け激しい肉体労働をする作業、②休憩時間が少なく時間に追われ、自分のペースで

進められない作業などです。

作業計画や方法の工夫で

新型コロナウイルス感染症予防のため、職場で不織布マスクなどの着用が求められている

ところです。屋外の暑熱環境下では、人と十分な距離を確保し、不織布マスクを着用しなく

ても作業ができるよう、作業計画や作業方法を工夫しましょう。不織布マスクの着用は、息

苦しさや不快感のもととなるほか、円滑な作業や労働災害防止上必要なコミュニケーション

に支障をきたすと考えられています。作業の種類、作業負荷、気象条件に応じてマウスシー

ルドやフェイスシールドなど飛沫飛散防止器具を選択するとともに、周囲に人がいないなど

マスクを外してよい場面を明確にし、関係者に周知します。


